














たい｡ ｢怒り｣ の定義､ と言えば､ それだけで膨大
な論考となるはずであるが､ ここでの定義は､ あく
まで作品を読み解くための支点を与えるものであっ

















｢怒り｣ であると定義すると､ 『リア王』 は読み解き








[島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要 Vol. 50 19～29 (2012)]
『リア王』 における ｢怒り｣ について
松 浦 雄 二
(総合文化学科)
On the Anger in King Lear
Yuji MATSUURA
キーワード：リア､ 怒り､ 狂気､ 阿呆


























この箇条書きで ｢怒り｣ などを ｢生ずる｣ とした
のは､ ｢生ずる可能性がある｣ という意味である｡
自負､ あるいは自分自身への信頼感が大きい＝ ｢自








ずる｣ (上記アのＡ) である｡ ゴネリル・リーガン
の屋敷に身を寄せて行った最初の辺りは自分のほう




の信頼度が高い (アのＡ) リアにおいては､ 拍車を
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機となり得るということ､ ひいては ｢怒り｣ を抑え
・・
ていく契機となり得るということを示すものである｡









... [W]e will express our darker purpose.
Give me the map there. Know, that we have
divided
In three our kingdom, and 'tis our fast intent,
To shake all cares and busines of our age,
Conferring them on younger strengths while
we
Unburdened crawl toward death. Our son of
Cornwall,
And you, our no less loving son of Albany,
We have this hour a constant will to publish
Our daughters' several dowers, that future
strife
May be prevented now. The princes, France and
Burgundy,
Great rivals in our youngest daughter's love,
Long in our Court have made their amorous
sojourn,








fast intent" ということばが出てきて､ それはその
下の "constant will" ということばとも呼応してい
る｡ New Cambridge Shakespeare版はここに注釈
して､ "fast" は "firmly fixed" と "swift" の意味
のdouble meaningである､ "constant will" は
"unswerving intention" の意味である､ とわざわ
ざ言っている｡ この "fast" は1608年の四つ折版で




さらに､ 自分の王国分割は 'a constant will' であ
るという箇所も第１二つ折版で書き加えられたもの
である｡ この辺りの台詞から感じられるのはリアの
一貫した､ 先程のNew Cambridge Shakespeareの
注釈で言うところの "absolute" な調子４) であって､
ここには ｢自分の一番愛する娘に一番の愛の証 (＝

























は､ その全存在を否定するものである｡ それは､ 劇
世界を象徴するような意味合いを帯びているかのよ
うに見える｡
CORDELIA Nothing, my lord.
LEAR Nothing?
CORDELIA Nothing.











ける認識と判断､ 王の威厳､ 父親の慈愛､ つまりは
リアの全存在そのものを軽く一蹴してしまうかのよ









That thou hast sought to make us break our
vows,
Which we durst never yet; and with strained
pride,
To come betwixt our sentence and our power,
Which nor our nature nor our place can bear,













































たことである､ と言っている (Greenblatt 2309)｡
性急さは怒りの結果でもあるが５)､ リアの本当の
愚かさとはどういうことであろうか｡
.... O most small fault,
How ugly did'st thou in Cordelia show!
Which, like an engine, wrentched my frame of
nature
From the fixed place, drew from my heart all
love,
And added to the gall, O Lear, Lear, Lear!
Beat at this gate that let thy folly in





でリアは､ "O most small fault, / How ugly did'st






































... I love your majesty
According to my bond, no more nor less
(1.1.87-88)
松浦雄二：『リア王』 における ｢怒り｣ について － 23 －
You have begot me, bred me, loved me. I





















リアはこのちょっと前のところで "Love, and be
silent" (1.1.57) と言っているので､ "as are right








BURGANDY Most royal majesty,
I crave no more than hath your highness
offered,
Nor will you tender less?
LEAR Right noble Burgundy,
When she was dear to us, we did hold her so,
But now her price is fallen.
(1.1.187-91)
バーガンディの結婚の基準が持参金の多さである








ていない｡ (シェイクスピアはリアに "dear"､ "hold"
の､ ｢値段が高い｣ ｢所有する｣ というdouble meaning
を使わせ､ 言い方の嫌らしさを倍加させてもいる｡)
つまりかけがえのない者としてコーディリアを愛し









Those wicked creatures yet do look
well-favoured
When others are more wicked. Not being the
worst
Stands in some rank of praise. [To Gonerill]
I'll go with thee;
Thy fifty yet doth double five and twenty,



















































LEAR.... Why Gloucester, Gloucester,
I'd speak with the Duke of Cornwall, and his
wife.
GLOUCESTER Well, my good lord, I have
informed them so.
LEAR 'Informed them'? Dost thou understand
me, man?
GLOUCESTER Aye, my good lord.
LEAR The King would speak with Cornewall,
the dear father
Would with his daughter speak! Commands -
tends - service!
(2.4.89-95)
ここでリアが､ "Dost thou understand me...?"
とグロスターに強く確認を迫っていることは､ 自分
が王国の "The King"､ つまりはこの世の最高権力
者であること､ そしてfamilyの最高権力者､ 一家
の長たる､ respectを払われるべき "the dear father"










LEAR Does any here know me? This is not
Lear:
Does Lear walk thus? speak thus? Where are
his eyes?
松浦雄二：『リア王』 における ｢怒り｣ について － 25 －
Either his notion weakens, his discernings
Are lethargied－Ha! Waking? 'Tis not so!
Who is it that can tell me who I am?
FOOL Lear's shadow.










ぬ影である｡ リアは自分の ｢実体｣ についての検認
を求めて半ば悲壮に半ば怨念を込めて叫ぶが､ 道化













つ｡ 『リア王』 では､ 登場人物たちはときどき其処
























象徴的にそのことを表す｡ "To be, or not to be,




う調子がある｡ 問題をつきつめれば､ ｢在る｣ とい
う方向なのか､ ｢在る｣ ということはないという方




かめようとするが､ 結局最後には "The readiness
is all" と言って､ その難題の解決を神の手に委ねる｡
ハムレットの死は､ 自分が企画した計画の中ででは
なく､ 神の手に身を委ねた結果進んだ一連の出来事
の中で､ 偶々復讐を果たしながら起こる｡ "The rest












『リア王』 において､ 主人公たちはみな死ぬ｡ グ
ロスターが死に､ コーンウォールが死に､ ゴネリル
が死に､ リーガンが死に､ エドマンドが死に､ 最後











ントは､ 最後に ｢王国｣ という世界､ どこを見渡し
ても阿呆ばかりいる ｢阿呆どもの広い広い舞台｣




















中で､ ｢怒り｣ の起こる様､ 鎮まる様に注目してい
ると ｢愛｣ が見えてくる｡ 阿呆の国の阿呆たちは苦
難を背負って苦しみ､ 死んでしまう｡ 誇張もなくこ









リアがリアに ｢愛｣ について語ったとき､ コーディ
リアは人間存在のあり方についても語ったのである｡




あとは沈黙｣､ "Love, and be silent." (1.1.57) これ









くのか､ そこには何が必要か､ 『リア王』 はそうい
うことを示そうとした劇ではないか｡ 『リア王』 で
は怒りについて考えることが人間存在とその存在に
とっての ｢愛｣ を考えることになり､ 人間という存




松浦雄二：『リア王』 における ｢怒り｣ について － 27 －
注１) 現代心理学における ｢怒り｣ の定義への各種ア
プローチは､ 大変興味深い (高木・阿部)｡ 特に､
｢ある出来事の個別的評価要素が ｢自己の目標と
関係があり｣ しかも ｢その目標と一致せず｣ ｢そ
の責任が他者｣ である場合､ これらが一緒になっ














もの｣ は ｢不正をこうむ｣ ること､ 特に ｢不正｣
を ｢不当にこうむ｣ ることであり､ ｢予想と期待
に反して起きたことが､ いちばんひどく心を揺さ
ぶる｡｣ (｢怒りについて｣ 第２巻三十一の１､ ２)
(セネカ177) セネカにとっての ｢不正｣ とは､
｢何であれ､ それが降りかかるひとに損失をもた
らすことである｡｣ ( ｢賢者の恒心について｣ 五の
４) (セネカ51)｡
３) 『リア王』 の引用は､ すべてEd. Jay L. Halio,
King Lear New Cambridge Shakespeare
(Cambridge UP, 1992) による｡ 引用箇所の幕・
場・行数は､ テクストの示し方に従い､ 引用文の
下に算用数字を ( ) に入れて示した｡ また､ 引
用文中の下線はすべて筆者によるものである｡












う｡ 例えばセネカは､ ｢怒り｣ の ｢おぞましい上
に凶暴｣ な様相を ｢全体が駆り立てられ､ 激情の
なすがまま｣ と描写している｡ (セネカ87)
６) エラスムス 『痴愚神礼賛』 の表題解釈において
高橋康也は､ ｢愚｣ と ｢愚｣､ ｢愚｣ と ｢賢｣ が互
いに相手を相対化しつつ意味空間の奥行きを広げ
ていく様子を､ 合せ鏡のイメージに寄せて説明し
ているが (高橋 『道化の文学』 28-32)､ 『リア王』
における ｢道化｣ の存在は､ まさしく ｢阿呆｣ の
世界の住人達におのれの姿を見せつける複数の鏡
であるかのようである｡
７) 翻訳家松岡和子は､ 『リア王』 には ｢know＋
人｣ という文型が､ シェイクスピアの作品中もっ
とも多く用いられていることを示しながら､ この




世以来の ｢阿呆劇｣ の伝統を見ている｡ (高橋
『道化の文学』 157)
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